




1.1. 学部長/研究科長の言葉  
(a) 学部長/研究科長としての過去１年間の研究と教育に関する成果 
ソフトウェア情報学部／研究科は，「人に優しい情報化社会」の実現に寄与する人材育成を掲げながら，1998 年（平成 10




(2004 年），経産省「社会人基礎力を育成する授業 30 選」受賞(2013)，文科省「enPiT(成長分野を支える情報技術人材の育
成拠点の形成)ビジネスシステムデザイン分野」採択(2016)などに代表される評価を受けきました． 
そして，20 年をむかえた 2018 年度は，学部の更なる発展のために，教育研究組織の見直しを図り，新教育研究体制を
構築いたしました．そして，2019 年度から，講座制の廃止と研究室制（ひとり１研究室）の導入，新たな４コース（データ・数理
科学，コンピュータ工学，人工知能，社会システム）からなる履修モデルの導入 ，ノートＰＣ必携化を行うことといたしました． 





携のもと，産学協働による課題解決型学習（PBL） 等の実践的な教育を 2018 年度も継続し，本学部生の他，近隣の高専生





























ムを組み，研究計画を立てて実践的内容を行う PBL（Project Based Learning），及び現場の取り組みについて学ぶ SPA





ますよう期待いたします．なお，本報告書は 2009 年度よりオンラインで公開しております． 
 
 
